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浅野会頭２期目スタート！〜臨時議員総会〜
　11 月 1 日（火）、大東市立市民会館にて臨時議員総会を開催しました。会頭に浅野弘資氏（再任）、
副会頭には、梅木京子氏（再任）、川村慶氏（再任）、髙島登氏（新任）、住川奈美氏（新任）専務理
事には岸本昌利氏（再任）をそれぞれ選任しました。また常議員（41 名）、監事（３名）の役員も決
定しました。任期は令和 4 年 11 月 1 日から令和 7 年 10 月 31 日までとなります。

浅野弘資会頭　就任あいさつ
　向寒の候　会員の皆様におかれましては、日々、ご清栄のこととお喜び申
し上げます。
　平素より大東商工会議所に対しまして、格別のご支援ご協力を賜り、衷心
より感謝とお礼を申し上げます。
　去る 11 月１日、臨時議員総会が開催され、皆様からの温かいご推挙を頂
き、大東商工会議所会頭の職を引き続き務めさせていただくことになりまし
た。再任いただきましたことは誠に光栄であるとともに、激動する社会の中、
責務の重さを痛感し、身の引き締まる思いでございます。
　商工会議所の事業運営にあたりましては前任の梅木、川村両副会頭と新た
に髙島、住川両副会頭を選任し、岸本専務理事、事務局とともに、議員・会
員皆様のご協力とご支援をいただき、職務を全うしたいと考えております。

　時代は停滞から変革への大きな転換期にあります。企業の自己変革力を育て、地域の成長力を
強化すべき、日本商工会議所 100 周年スローガン「地域とともに未来を創る」をもとに弊所の令
和 4 年度スローガンである『地域経済への活力を高め、存在感を高める大東市を目指し、大東商
工会議所イニシアチブを発揮する』を標榜し、日本で一番進んでいる商工会議所を目指して邁進
致す所存でございます。より一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　結びになりましたが会員皆様の益々のご発展を祈念申し上げ、就任のあいさつとさせていただ
きます。

　会員の皆様には、平素から商工
会議所にご協力を賜り有難うござ
います。第 10 期の副会頭を拝命
致しました梅木京子でございます。
　1 期、2 期と委員会の担当をさ
せて頂き、4 期目の今回も委員会
を担当させて頂きます。
　他の副会頭と共に協力し、会頭
を支えて会員の皆様と商工会議所
の為に頑張ります。
　ご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願い致します。

　11 月 1 日開催の臨時議員総会に
おいて、大東商工会議所第 10 期
副会頭に選任されました事は誠に
光栄であり身の引き締まる思いで
あります。
　就任するにあたりご挨拶申し上
げます。
　川村常雄前副会頭、上田幸司前
副会頭の後任として恥ずかしく無
い様、大東商工会議所及び地域の
発展に寄与出来るよう努力致しま
すので皆様方のご指導ご鞭撻宜し
くお願いします。

　2025 年大阪・関西万博開催を
きっかけに大大阪時代のような活
気ある関西が実現すると期待され
ます。その一翼を担える影響力の
ある商工会議所にすべく、会員の
皆様に寄り添い、浅野会頭をお支
えするお役に徹してまいります。
　不慣れではありますが業種部会
を担当させていただき、勉強させ
ていただく気概で尽力してまいり
ます。

　先日、会員皆様のご承認を頂き
第 10 期副会頭の重責を拝受致し
ました株式会社アクセスライフの
住川奈美と申します。
　私はこの大東市で起業し、皆様
に支えられながら再来年で 20 年
目を迎えます。大東市にはこうし
た新しい芽を育ててくれる豊かな
優しい土壌があります。
　浅野会頭のもと、会員皆様と大
東市の地域経済発展の為、微力で
すが努力していきたいと存じます。
何卒、宜しくご指導賜りますよう
お願い申し上げます。

副会頭　就任あいさつ

浅野 弘資 会頭
摂津倉庫株式会社
代表取締役社長

梅木 京子 副会頭
  株式会社 キキョウ

　コーポレーション
代表取締役会長

髙島   登 副会頭
  株式会社 スミコー

代表取締役

川村   慶 副会頭
川村義肢株式会社

代表取締役

住川 奈美 副会頭
株式会社 アクセスライフ

代表取締役
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社 

森
田 

一
也

創
作
工
房 
一
志
家
具
製
作
所 

市
川 

一
志

㈱
ソ
リ
デ
ン
テ 

大
東 

正
明

第
一
企
業
㈲ 

西
村 

茂
美

㈿
大
東
商
工
経
営
セ
ン
タ
ー 

井
上 

績

大
東
食
品
衛
生
協
会 
谷
池 

一
晃

㈱
大
東
設
備 
大
東 
弘

大
東
バ
ス
㈱ 

佐
藤 
幸
治

田
中
勝
庭
園 

田
中 
勝
典

㈱
椿
本
カ
ス
タ
ム
チ
エ
ン 

松
川 

誠

寺
田
製
作
所 

寺
田 

重
春

ト
タ
サ
ポ
㈱ 

田
附 

三
津
夫

ト
モ
エ
産
業
㈱ 

井
上 

美
栄

㈱
中
原
運
輸 

中
原 

毅

㈱
南
都
銀
行　
大
東
支
店 

下
村 

真
一

西
村
鉃
工
㈱ 

西
村 

了

早
川
建
設
㈱ 

早
川 

至

阪
奈
包
装
㈲ 

田
中 

詩
明

枚
方
信
用
金
庫 

四
条
畷
支
店 

末
光 

孝
史　

富
士
発
条
㈱ 

山
中 

克
之

㈱
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ 

中
野 

剛

古
屋
禎
孝
登
記
測
量
事
務
所 

古
屋 

禎
孝

㈱
平
和
堂 

井
上 

文
昭

松
井
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

（同） 

松
井 

孝
允

㈱
丸
ヱ
ム
製
作
所 

田
島 

直
訓

丸
善
製
菓
㈱ 

片
山 

晴
義

㈱
三
鈴　
大
東
工
場 

鈴
木 

雅
也

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

　
　
　
　
鴻
池
新
田
支
店 

播
磨 

良
知

㈱
み
つ
よ
不
動
産 

三
代 

将
大
朗

村
上
塗
装
工
業
㈱ 

村
上 

武
史

㈲
森
永
商
会 

辻
本 

聡

や
っ
つ
ん
サ
ー
ビ
ス 

八
津
川 

充
博

山
清
工
業
㈱ 

安
立 

茂
明

㈱
ヤ
マ
ヒ
ロ
運
輸 

安
原 

信
行

　

 　顧
問
・
参
与
（
敬
省
略
）

●
顧
　
問
●

東
坂 

浩
一 

大
東
市

上
田 

陽
造 

明
星
金
属
工
業
㈱

池
田 

實 

ワ
イ
ン
フ
ー
ド
ス
ト
ア
ー
こ
に
し

寺
田 

晟
二 

朝
日
電
器
㈱

永
木 

康
司 

㈱
永
木
精
機

東
坂 

巖 

㈱
三
住
建
設

●
参
　
与
●

西
川 
昇

久
保 

保
夫

山
下 

達
美

退
任
役
員
・
議
員
表
彰 （
敬
称
略
）

【
特
別
功
労
者
表
彰
お
よ
び

　
　
　
　
日
本
商
工
会
議
所
役
員
議
員
表
彰
】

大
川 

卓
也 

大
川
創
業
㈱ 

水
田 

禮
二 

㈲
レ
ジ
ェ
ー
ル

乾　

 

隆
之 

㈱
乾
造
園

【
役
員
・
議
員
表
彰
お
よ
び

　
　
　
　
日
本
商
工
会
議
所
役
員
議
員
表
彰
】

大
和
田 

雅
江 

㈱
ビ
ギ
ン
・
ワ
ン

東
野 

喜
次 

㈱
都
市
樹
木
再
生
セ
ン
タ
ー

是
永 

明 

㈱
是
永
鐵
工
所

松
尾 

英
樹 

松
尾
グ
ラ
ビ
ア
製
版
㈱

【
議
員
感
謝
状
】

北
口 

道
雄 

北
口
精
機
㈱

木
戸 

敏
勝 

㈱
木
戸
モ
ー
タ
ー
ス

𠮷
田 

勇
二 

𠮷
田
機
工
㈱

小
谷 

浩
一 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
大
阪
開
発
㈱

特別功労者表彰を受ける水田氏（右）
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Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ 

Ｄ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｉ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ

　

１
年
を
通
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ　

Ｄ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｉ　

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
。
10
月
27
日
に
「
６
か

月
研
修
」
を
、
11
月
８
日
に
は
「
も
の
づ
く
り
企
業
専

門
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
開
講
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
６
か
月
研
修
」
で
は
主
に
新
入
社
員
を
対
象
に
、
仕

事
に
取
り
組
む
姿
勢
と
成
果
を
上
げ
る
具
体
的
な
行
動

等
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
チ
ー
ム
の
在
り
方

や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
考
に
な
ら
な
い
た
め
の
セ
ル
フ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
法
等
を
学
ぶ
事

で
、
組
織
の
一
員
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
・
行
動
し
て
い
く
か
を

今
一
度
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
し

た
」
と
の
お
声
を
受
講
後
頂
き
ま

し
た
。

　
次
回
、
令
和
５
年
３
月
16
日
の

１
年
後
研
修
で
は
、
入
社
後
１
年

の
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
考
え
る

キ
ャ
リ
ア
と
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

像
、
将
来
目
標
の
設
定
等
の
内
容

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
も
の
づ
く
り
企
業
専
門
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
で

は
、
他
社
の
良
い
点
、
業
務
改
善
の
視
点
を
学
ぶ
事
を

目
的
に
、
自
動
車
用
ボ
デ
ィ
ー
部
品
の
プ
レ
ス
金
型
の

設
計
・
製
作
全
般
を
取
り
扱
う
株
式
会
社
ウ
チ
ダ
を
訪

問
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
工
具
類
な
ど
作
業
ス

ペ
ー
ス
も
確
保
・
整
理
さ
れ
て
お
り
参
考
に
な
り
ま
し

た
」「
入
社
２
年
目
の
方
が
説
明
に
従
事
さ
れ
、
人
材
育

成
が
な
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
、
自
社
に
持
ち
帰
る
こ
と
の
多
い
、
実
り
あ

る
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

大
阪
産
業
大
学 

学
内
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

　

10
月
11
日
、
学
内
合
同
企
業
説
明
会
を
大
阪
産
業
大

学
に
て
開
催
。
今
事
業
は
、
大
阪
産
業
大
学
、
大
東
市
、

大
東
商
工
会
議
所
の
３
者
が
連
携
し
、
学
生
と
地
元
企

業
が
出
会
う
機
会
の
提
供
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。　

市
内
企
業
を
中
心
に
17
社
が
参
加
さ
れ
、
自
社

の
魅
力
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
動
画
を
活
用
し
、
学
生

に
わ
か
り
や
す
く
話
さ

れ
、
学
生
た
ち
は
社
長

や
人
事
担
当
者
の
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
、
企

業
理
念
や
仕
事
内
容
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
企
業
の
皆
様
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

 

大
阪
産
業
大
学　
講
義

　
『
大
東
商
工
会
議
所
の
紹
介
講
義
』

　

令
和
４
年
10
月
19
日
の
大
阪
産
業
大
学
経
営
学
部
商

学
科
の
商
学
総
論
Ｂ
の
授
業
に
て
、
当
所
の
岸
本
専
務
、

藤
﨑
が
「
大
東
商
工
会
議
所
の
活
動
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
社
会
課
題
解
決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
約
２
５
０
名
の
学
生
に
講
義
（
オ

ン
ラ
イ
ン
と
現
地
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
の
皆
様
に
は
、
当
講
義
を
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
り
組
み
に
是
非
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
。 

成果を上げる具体的行動を意見交換

熱心に傾聴する学生たち

オンラインを通して
取組事例を紹介

（株）ウチダの概要説明

鋼材加工の現場を見学

会
議
所
だ
よ
り
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疑問その7　
どうやって登録申請すればいいの?

説明会

特設サイト

 【登録申請のスケジュール】
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○令和5年10月1日から、消費税の仕入税額控除の方式としてインボイス制度
 （適格請求書保存方式）が始まります。
○インボイス（適格請求書）を発行するためには、税務署への登録申請が必要です。
　※制度開始から登録を受けるためには、令和５年3月31日
　　までに申請が必要ですが、取引先との取引条件の確認な
　　ど事前準備が必要ですので、早めの申請をお勧めしてい
　　ます。
○８月号から３回に分けて、インボイス制度についてのみなさんの
　疑問にお答えしています。

特集
全３回

 教えてインボイス制度③

 消費税
 門真税務署からのお知らせ

疑問その6
免税事業者ですけども
いつまでに登録すればいいの？

疑問その 1〜 3は
　チェンバーだいとう 140号
疑問その 4・5は
　チェンバーだいとう 141号
に掲載しているよ！

◆登録を受けるかどうかは
　事業者の任意です
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部
会
だ
よ
り

 

金
融
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
主
催　

 

ビ
ジ
ネ
ス
講
演
会
を
開
催

　
～
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
か
ら
今
後
の
政
治
経
済
を
読
む
～

　
10
月
６
日
（
木
）
午
後
６
時
よ
り
大
東
市
立
市
民
会

館
２
階
キ
ラ
リ
エ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
講
演

会
を
１
４
３
名
の
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

に
は
、
読
売
テ
レ
ビ
放
送 
報
道
局
解
説
委
員
長
の
高

岡
達
之
氏
を
お
招
き
し
、講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
社
会
情
勢
が
不
安
の
中　
防
衛
費
を
増
や
す

こ
と
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
各
省
庁
も
防
衛
費
に

繋
が
る
施
策
の
予
算
化
を
進
め
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

中
で
、
経
営
者
と
し
て
も
国
が
進
め
る
経
済
対
策
と
し

て
の
施
策
に
注
視
し
、
自
社
が
関
与
で
き
る
余
地
が
な

い
か
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
仰
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
企
業
は
伝
統
技
術
を
持
っ
て
お
り
、

伝
統
を
守
り
つ
つ
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
全
体
で
取
り
組
め
る
事

業
で
大
東
版
の
物
語
を
作
り
出
す
必
要
が
あ
る
と
力
説

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
の
中
に
も
根
っ

こ
の
考
え
と
な
る
軸
を
持
と
う
と
思
い
ま
す
」「
大
東

市
の
良
さ
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
大
東
版
の
物
語
を

作
っ
て
み
た
く
な
っ
た
」
な
ど
非
常
に
参
考
に
な
っ
た

と
の
感
想
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
（
金
）、
参
加
者
15
名
で
部
会
員
交
流
見
学

会
を
実
施
。
明
石
海
峡
大
橋
ブ
リ
ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド
と
明
石

海
峡
大
橋
ク
ル
ー
ズ
で
２
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
見
学
し
た

後
、
淡
路
夢
舞
台
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
明
石
海
峡
大
橋
ブ
リ
ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
普
段
入
れ

な
い
明
石
海
峡
大
橋
の
管
理
路
や
塔
頂
を
訪
れ
、
世
界
最

大
級
の
つ
り
橋
明
石
海
峡
大
橋
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

明
石
海
峡
大
橋
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
明
石
海
峡
の
潮
風
を
感

じ
つ
つ
、
ク
ル
ー
ズ
の
ガ
イ
ド
か
ら
淡
路
島
の
特
徴
に
つ

い
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
建
築
家
安
藤
忠
雄
氏
の
代
表
作
の
１
つ
で
あ

る
淡
路
夢
舞
台
を
見
学
し
、
安
藤
氏
の
特
徴
で
あ
る
自
然

の
中
に
溶
け
込
む
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
築
物
を
散
策

し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
参
加
者
間
で
自
己
紹
介
や
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
睦
が
深
め
ら
れ
、
有
意
義
な
事

業
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
27
日
、
先
進
商
業
地
域
研
修
会
を
実
施
。
午
前

中
は
、全
国
の
学
生
服
生
産
量
が
６
割
以
上
、国
産
ジ
ー

ン
ズ
発
祥
の
地
で
あ
る
倉
敷
市
児
島
地
区
の
児
島
商
工

会
議
所
並
び
に
「
児
島
ジ
ー
ン
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
訪

問
。
ジ
ー
ン
ズ
を
切
り
口
に
し
た
商
店
街
の
空
き
店
舗

対
策
や
賑
わ
い
創
出
の
取
組
み
に
つ
い
て
太
宰
専
務
理

事
よ
り
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
講
演
で
は
、「
顧

客
目
線(

日
本
人
に
合
っ
た
加
工)

を
意
識
し
、
付
加

価
値
の
あ
る
商
売
を
行
っ
て
い
る
」「
市
長
が
、
ジ
ー

ン
ズ
議
会
・
ジ
ー
ン
ズ
ソ
ム
リ
エ
の
育
成
・
ジ
ー
ン
ズ

バ
ス
・
駅
の
ジ
ー
ン
ズ
階
段
な
ど
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

さ
れ
て
い
る
」「
観
光
業
と
繊
維
業
の
振
興
が
今
後
の

目
標
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者
も
メ
モ
を
片
手

に
自
店
等
の
現
状
と
照
合
し
て
い
ま
し
た
。
研
修
を
通

じ
、
自
店
や
商
店
街
の
魅
力
、
大
東
市
内
商
業
の
更
な

る
発
展
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
参
加
者
全
員

が
決
意
を
新
た
に
持
ち
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
玉
島
地
区
で
明
治
11
年
創
業
の
菊
池

酒
造
を
訪
問
し
、
伝
統
を
守
っ
た
酒
造
り
工
程
を
視
察

し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
下
、
部
会
員
同
士
が
親
睦
を
深

め
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

高岡 達之氏による講演

トークに聞き入る
受講者の皆様

明石海峡大橋の塔頂
で記念撮影

明石海峡大橋クルーズ船上にて

建
設
部
会　
　
部
会
員
交
流
見
学
会　

商
業
部
会　
　
先
進
商
業
地
域
研
修
会

明石海峡大橋の塔頂 300mから撮影

　児島ジーンズストリート
　　　　　　　　　　（岡山県観光連盟提供）



 
総
務
委
員
会
・
広
報
委
員
会　
合
同
勉
強
会

		
～
性
の
多
様
性
を
知
ろ
う
！
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
っ
て
な
に
？
～

　
10
月
６
日
、
総
務
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
広
報
委
員

会
と
合
同
で
、
井
上
鈴
佳
氏
を
講
師
に
迎
え
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
人
口
の
約
8.9
％
が
当
事
者
で
あ
る
事
を
紹
介
さ
れ
「
身

近
に
い
な
い
の
で
は
な
く
、
本
人
が
打
ち
明
け
ら
れ
な
い

だ
け
。
既
に
皆
さ
ん
の
身
近
に
い
る
と
意
識
が
変
わ
り
、

一
人
の
人
間
と
し
て
接
し
て
欲
し
い
」
と
想
い
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
法
律
上
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
は
赤
の
他
人
の

た
め
、
病
院
に
運
ば
れ
た
場
合
で
も
連
絡
が
来
な
い
、
会

社
や
街
中
で
気
軽
に
ト
イ
レ
に
行
け
ず
、
我
慢
し
て
膀

胱
炎
に
な
る
方
も
多
い
な
ど
当
事
者
視
点
で
の
悩
み
の
ほ

か
、
採
用
面
接
時
、
性
別
を
聞
か
な
い
印
と
し
て
、
レ
イ

ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
の
設
置
な
ど
職
場
で
出
来
る
対
応
方
法

を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
今
日
、
映

像
を
見
て
、
生
の
話
を
聞
く
事
の
大
切
さ
、
知
る
事
の
大

事
さ
を
学
び
ま
し
た
」「
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
※
）
す
る
方

も
悪
気
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
行
為
が
命
に
関

わ
る
事
を
知
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
は
、
す
べ
て
の
人
に
関
わ
る
テ
ー
マ
と
し

て
捉
え
る
事
、
正
し
い
知
識
を
理
解
し
、
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
事
を
学
ん
だ
勉
強
会
で
し
た
。

　
※
本
人
の
了
解
を
得
ず
に
、
他
の
人
に
公
に
し
て
い
な
い
性
的

　
　
指
向
や
性
自
認
を
第
三
者
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
暴
露
す
る
行
動
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女
性
会
だ
よ
り

 「
秋
の
親
睦
会
」

　
　
10
月
31
日
（
月
）～
11
月
１
日
（
火
）
実
施   

15
名
参
加

　
～
エ
ク
シ
ブ
京
都
八
瀬
離
宮
（
京
都
市
左
京
区
）
～

　
例
年
秋
に
企
画
催
行
し
て
い
た
親
睦
事
業
は
、
新
型
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
令
和
元
年
度
が
最
後
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
役
員
一
同
が
協
議
を
重

ね
、「
交
通
至
便
な
所
へ
の
直
行
・
直
帰
・

一
人
あ
た
り
の
空
間
を
大
き
く
確
保
で

き
る
お
部
屋
」
を
テ
ー
マ
と
し
「
秋
の

親
睦
会
」
と
し
て
実
現
で
き
ま
し
た
。

　
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、「
顔
を
合
わ

せ
て
語
ら
い
あ
う
」
喜
び
を
参
加
者
全

員
で
感
じ
な
が
ら
、
秋
の
饗
宴
を
堪
能

し
ま
し
た
。

久々の再会を祝って！

経験談などを交え、お話し
いただいた井上鈴佳氏

たくさんの質問、意見が
交わされました

Ｄ
Ｓ
Ａ
だ
よ
り

９
月
例
会　
～
災
害
を
体
験
し
実
感
す
る
。

　
　
　

  「
防
災
」
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
～

　
昨
年
度
よ
り
続
い
て
い
る
「
防
災
学
習
」
の
実
践
と
し
て
、

９
月
10
日
、「
あ
べ
の
タ
ス
カ
ル
（
大
阪
市
立
阿
倍
野
防
災

セ
ン
タ
ー
）」
に
赴
き
、「
地
震
発
生
後
か
ら
避
難
す
る
ま
で

に
取
る
べ
き
行
動
！
」「
煙
の
中
を
避
難
す
る
体
験
」
等
様
々

な
体
験
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
講
師
よ
り
「
防
災
は
、
常
日
頃
か
ら
意
識
す
る

事
が
大
事
。
し
か
し
人
間
の
記
憶
や
意
識
は
、
恐
い
こ
と
や

嫌
な
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
定
期
的

に
繰
り
返
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。」
と
総
括
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、“
カ
ウ
ン
タ
ー
形
式
に
て
座
る
懇
親
会
”
が
開

催
さ
れ
、「（
賞
味
期
限
を
気
に
し
な
が
ら
）
非
常
食
を
楽
し

む
会
の
開
催
」
な
ど
「
楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
ぶ
」
ノ
ウ

10
月
例
会　
～
廃
線
を
８
名
で
復
活
さ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ス
ト
ー
リ
ー
を
学
ぶ
～

　

10
月
１
日
、「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
で
有
名
な
嵯
峨
野
観

光
鉄
道
（
株
）
に
て
乗
車
及
び
本
社
に
て
現
社
長
井
上
氏

よ
り
「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
誕
生
と
事
業
再
生
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
代
長
谷
川
社
長
の
ト

ロ
ッ
コ
列
車
誕
生
ま
で
の
壮
絶
な
ス
ト
ー
リ
ー
や
、
今
も

脈
々
と
流
れ
る
お
客
様
へ
の
思
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
売
上

の
減
少
か
ら
再
生
へ
の
取
り
組
み
・
そ
し
て
未
来
ま
で
を

熱
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
講
話
後
は
「
お
客
様
視
点
に
よ
る
ご
意
見
」
と
「
経
営

者
目
線
に
よ
る
参
考
に
な
っ
た
情
報
及
び
ア
ド
バ
イ
ス
」

を
、
同
会
に
て
過
去
実
践
し
て
き
た
“
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン

グ
”
に
て
参
加
者
か
ら
嵯
峨
野
観
光
鉄
道
様
へ
文
章
に
て

提
出
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
懇
親

会
に
も
参
加
し

て
頂
き
、
参
加

会
員
と
の
懇
親

も
は
か
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

 （
参
加
者
13
名
）

ハ
ウ
な
ど
を
講
師
に
披
露
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
参
加
者

間
で
防
災
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
参
加
者
８
名
）

煙体験
井上氏による講話
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　 SDGs 推進企業をご紹介！
株式会社 是永鐵工所

今後も SDGs を推進する企業や地域の取り組みを紹介してまいります。

　株式会社是永鐵工所は 75 年を越える歴史の中で、配管・製缶づくりの技術進化とプラント建設工
事の実績を積み重ねてこられました。そして企業活動では、CSR、コンプライアンス等々、いろいろ
あるなかにおいて「人・技術・心・の調和」を図るため、「企業としてできることはやろう！！」と
いう大変積極的な姿勢で様々な活動に取り組んでこられました。

　　生産活動の中でどれだけ二酸化炭素を排出しているかを換算し、それをどう減らしていくかという
　取り組みです。電気、ガソリンといったエネルギーの使用量をカウントして CO2 に換算しています。

女性活躍リーディングカンパニー
認証取得
　平成 29 年に「大阪市女性活躍リーディン
グカンパニー」の認証を取得。女性の採用に
積極的に取り組んでおり、あらゆる分野で女
性が活躍できる企業を目指しています。

人材育成への取り組み

　「頼まれたものを造っていくだけでなく、
自ら設計力を身につけて、付加価値を高めて
いく」という考えのもと、外部講師を招聘し
幅広い社員を対象に「工学講座」を実施。

大東工場の太陽光発電

今後も女性が働き続け、成長できる環境を構築していく
分野や期間、参加者に制限を
設けない

代表取締役社長　是永　明氏によるコメント
　戦後レジーム（体制）から 70 年以上経過しても、いまだに脱却できずにいる国連が提唱してい
る『SDGs』には胡散臭いものを感じてしまいますが、世界を変えるための 17 の目標と 169 のター
ゲットに異論をはさむ余地はありません。
　とくに造船業を営んでいる当社にとって「14．海の豊かさを守ろう〈海洋と海洋資源を持続可能
な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する〉」は最重要課題です。
　従って令和 3 年 1 月には全従業員に対し次のような通達を出しました。「営業方針を「船から陸
へ」とシフトチェンジしましたが、「海から陸へ」ではありません。勘違いして「海から陸へ」と
いう人がいますが、間違いです。「船から陸へ」です。海洋風力発電、オフショアのプラットホー
ムなど造船技術で培った技術技能を生かし他の海洋の仕事、陸の仕事にシフトチェンジということ
です。」この実現が当社の未来を築くことに繋がります。

【株式会社是永グループ本社】　
　所  在  地 ：大阪市此花区西九条 1-26-15  TEL：06-6462-1192
　事業内容：総合プラントメーカー

【大東工場】
　所  在  地 ：大東市氷野 4-5-4  TEL：072-871-3171

SDGs で未来を考える！
SDGs で未来を変える！

環境への取り組み



　　　新入会員のご紹介ありがとうございました。
	　　	中島会計事務所	様	　　	桂商会	様		　
　　		（株）PLANT	様
　　未掲載の新入会員をご紹介いただきました。
　　　薬師神自動車	様

大東商工会議所ニュース（11）　第　142　号 令和 4年 12月

新入会員のご紹介をお願いします
地域企業間での情報交換や交流にとどまらず、地域としての連携を図るためにも、
ご近所やお知り合いで当所未加入の事業所がございましたら、ご紹介下さいます
ようお願い申し上げます。

令和 4年 9月 1日から 10月末日までにご入会いただいた皆様です。（敬称略・加入順・希望者のみ掲載）
※令和 4年 11月 1日以降のご入会については次号にてご紹介します。

		 事　業　所　名	 代　表　者	 所　在　地	 業　　　　種	 部会	紹介
	大東法律事務所	 森　元　鷹　志	 大東市赤井 1-3-18 白井ビル 2階	 弁護士業	 金サ
	山工（株）	 山　本　文美子	 大東市三箇 6-1-28	 建築金物施工	 建設
	coffee	and	spirits	BESS	 農　本　　　篤	 大東市明美の里町 16-21		 飲食店、バー	 環衛	
	最鳥大東店	 辻　本　　　実	 大東市御領 3-5-31		 からあげ専門店	 環衛
	Glanz（株）	 大　谷　将　輝	 大東市氷野 1-16-46-102	 電気工事業	 建設
	マルキパック	 喜　連　眞　史	 大阪市城東区東中浜 8-8-23-1517	 ポリエチレン製品の販売	 流卸
	（株）平山組	 平　山　誠　司	 大東市龍間 1265-1	 コンクリート工事業	 建設
	M’A建装	 中　川　大　資	 大東市大東町 7-29	 外壁塗装	 建設
	
（株）べすとびじょん	 横　田　幹　雄

	 大東市諸福 1-12-12	 ビジョントレーニングを	
金サ

		 	 フロムアースキッズ 2階	 用いた児童発達支援	
ご入会いただいた皆様、ありがとうございました。



大東商工会議所ニュース令和4年 12月 　第　142　号（12）

　ザブングル加藤さんによる
　　　　　　　　トークショー

サッカー教室

ネイル体験 ハンドクリーム作り ドローン操縦体験 先生体験

野球教室 丸太切り体験 なわとびパフォーマンス

じゃんけん大会 ステージパフォーマンス

2022.11.3（祝）開催！

大東キッズワーク
　職業体験をしてYEG

紙幣をもらってお買い
物

　11月 3日（木・祝）アクティブ・スクウェア・大東にて若手経営者で組織される大東商工会議所
青年部（YEG）が主催となり、地域の子どもたちに職業体験（働く）をする機会を創出し、働いたお
金（YEG紙幣）で物を買うという経済の流れを体験するイベント「大東ＹＥＧフェスティバル」が開
催されました。
　当日は晴天に恵まれ、初の試みにも関わらず、約 5,800 人の方々が来場され、職業体験イベントでは、
すぐに予約でいっぱいになる程の人気でした。その他、コロナ禍で発表の場を奪われたパフォーマー
達のステージやプロスポーツ選手たちによるスポーツ体験など、会場は大盛況のうちに閉幕しました。

　
年末年始休館のお知らせ

12月 29日（木）～ 1月 3日（火）
上記の期間は休館とさせて頂きます。

ご迷惑をお掛け致しますがご了承ください。

令和５年 新年互礼会のご案内
【日　 時】令和５年１月６日 ( 金 )16：00 ～
【場　 所】大東市立市民会館

詳細および申込方法は同封のチラシをご覧ください。

飲食ブース


